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 グレブナー基底は、廣中と Buchberger により独立に提唱され、その目的は、
それぞれ代数幾何学、環論と代数学的なものへであった。グレブナー基底は現
在でも活発に研究がなされているが、その目的は代数学のみならず統計学や暗
号論への応用などに広がっている。 
2007 年に、Sturmfels-Sullivant はグラフから導かれるイデアルが統計学のある
モデルのトーリックイデアルと同じであることに言及し、このイデアルをカッ
トイデアルと命名した[4]。 
本研究では、サイクルという特殊なクラスのグラフの結果である、”サイクルの
カットイデアルのグレブナー基底が 2 次の 2 項式より成る単項式順序が存在す
る”という命題[3]の証明中の引用論文[1]の証明に誤りを発見したため、その誤り
を指摘し、さらにサイクルのカットイデアルの元の個数にも言及した。 
また、カットイデアルの生成系の次数に着目し、グラフの頂点数が 5,6,7 である
有限連結グラフについて、”そのカットイデアルが 2 次生成だが、グレブナー基
底は2次より成らない”という命題を満たす具体的なグラフを探す計算実験を[2]
に基づいて行った。 
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